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地域イノベーションフォーラム2010は、地域におけるイノベーション創出活動を促進するため
の重要なキーワードである「資金」、「人材」、「ネットワーク」をテーマに、地域の産学官金の
関係者（産業界、大学、行政、支援機関、金融機関等）が有するベストプラクティスや課題を
克服するため、同じ課題を持つイノベーションネット会員や産学官の関係者などが実例を交
えて学び合い、ノウハウを共有し、地域での実践に活かされることを目的として開催します。

日 時 2010年 3月18日(木)～19日(金)
3月18日 (開場12:45) 13:00～17:50 交流会 18:00～19:30
3月19日 (開場 9:15) 9:30～16:00

会 場 日本青年館ホテル 3F～5F （東京都新宿区霞ヶ丘町7-1）

主 催 地域イノベーションフォーラム2010実行委員会
（ 全国イノベーション推進機関ネットワーク、経済産業省、文部科学省、(独)日本貿易振興機構、
(財)日本立地センター ）

定員 １日目： ２００名 ／ ２日目： 各プログラムにより定員あり
（全国の産業支援機関､大学、行政、企業等の産学官連携関係者、ご関心のある方）

参加費 無料 ／ 交流会費 ３,０００円

会 場

日本青年館ホテル
JR総武線 千駄ヶ谷駅、信濃町駅より徒歩9分
東京メトロ銀座線 外苑前駅(3出口)より徒歩7分
都営大江戸線 国立競技場駅(A2出口)より徒歩9分
TEL： 03-3401-0101

お問合わせ

全国イノベーション推進機関ネットワーク事務局
(財)日本立地センター
E-mail： innova@jilc.or.jp
TEL： 03-3518-8964 FAX： 03-3518-8969

地域イノベーションフォーラム２０１０

イノベーション推進のエンジン
－ 資金､人材､ネットワークの活用と共有 －

詳細・参加申込はホームページをご覧ください。
各プログラムの定員に達した場合は募集を締め切らせていただきます。

http://www.innovation-net.jp
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13:00～13:10 来賓挨拶

13:10～13:50 地域主権国家の確立
堀場雅夫 全国イノベーション推進機関ネットワーク 会長

(株)堀場製作所最高顧問

13:50～14:05 イノベーションネットの活動報告
飯田耕一 全国イノベーション推進機関ネットワーク 運営委員長

(財)千葉県産業振興センター理事長

14:05～14:15 経済産業省、文部科学省の地域科学技術振興の取り組み
野口 正 経済産業省地域経済産業グループ地域技術課長
増子 宏 文部科学省科学技術･学術政策局科学技術･学術戦略官

14:15～14:55 地方銀行がイノベーションに果たす役割
全国地方銀行協会

休憩

15:10～15:50 産学官連携への信用金庫のサポート－コラボ産学官の活動事例－
建部幸一 青い森信用金庫青森地区分所営業統括部付次長

15:50～16:30 地域企業の収益向上のための取組みとその体制
馬来義弘 (独)中小企業基盤整備機構プロジェクトマネージャー

16:30～17:10 大学発技術と地域産業との相互連携による国際競争力の強化
大津留榮佐久 福岡先端システムLSI開発クラスター事業総括

17:10～17:50 まちづくり拠点施設の民間活力の利活用と
地域産業おこしに燃える人の会のネットワーク

田辺恵一郎 プラットフォームサービス(株) 取締役会長
NPO法人地域産業おこしに燃える人の会副理事長

18:00～19:30 交流会 会場：４Ｆ 宴会場
会費：3,000円
会費は当日会場受付にてお支払い下さい。

13:００～19:30
全国イノベーション推進機関ネットワーク １ 周年記念フォーラム

主催： 全国イノベーション推進機関ネットワーク （イノベーションネット）

会場： ３Ｆ 国際ホール
定員： ２００名

1日目 ３月１8日(木)
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同時開催プログラム

地域イノベーション創出のテーマである「ネットワーク（海外展開）」、「人材（ネットワーク）」、
「人材（育成）」に関する個別プログラムを同時開催し、より具体的な手法、情報共有を図ります。

２日目 ３月１９日(金)

地域の中小企業・ベンチャー企業の販路開拓を課題として支援に取り組んでいる支援専門家（コー
ディネーター）が全国から集い、情報共有及び、今後のネットワーク化を図ります。
各地で優れた取り組み事例や活動内容のプレゼンテーションを実施します。

9:30～13:00 会場：５Ｆ ５０１号室 定員：８０名
販路開拓コーディネーターのネットワーク形成のためのキックオフセミナー

全国企業支援専門家会議 ～地域産品の販路開拓支援手法～
主催：(財)日本立地センター

ジェトロの地域間交流支援（RIT）事業では、企業間の国際連携促進・技術交流を通して、新製品・サービス
開発などの新産業創出を支援しており、その一環として、本フォーラムを開催しています。
今回は、海外の産業集積地とのビジネス連携を行っている国内集積地を対象に実施した調査結果を基に、
国内産業集積地の国際ビジネス推進に向けた具体的な取り組みを紹介し、その課題と対応策を探ります。

全国の販路開拓支援専門家のネットワーク化を図る！！

・全国からの販路開拓支援活動報告
・個別事例のディスカッション
・全国ネットワークに向けた提案
・12:00～13:00 テーマ別相談＆交流会 を行います。

・全体報告 「産業集積地の自律的発展に向けた成功要因調査」概要報告
・各地域の取り組み 「仙台－フィンランド」「埼玉－米国」「諏訪-スイス」「九州-中国・遼寧省」
・パネルディスカッション

セッション1

セッション2

セッション3 9:30～12:00 会場：５Ｆ ５０４号室 定員：８０名

事業化レベルの産総研シーズ発表とマッチング
～コーディネータOJT研修～
主催：(財)日本立地センター 協力：(独)産業技術総合研究所

本年度、産総研のシーズを中小企業の視点でわかりやすくした資料をイノベーションネットにて作成しました。
これを用いて、中小企業の方や各地域の技術コーディネータに広く活用して頂き、マッチングや事業化等に
結び付けていきます。

産総研シーズを中小企業へつなごう！！

9:30～12:10 会場：３Ｆ 国際ホール 定員：１００名

第13回新産業創出地域連携フォーラム
「国際ビジネス連携を通じた産業集積地の自律的発展に向けて」
主催：(独)日本貿易振興機構

・シーズ発表
・ポスターセッション
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コーディネータに関する調査・研修等事業の実施状況
前田裕子 全国イノベーション推進機関ネットワーク事業総括

調査・研修事業の総括
大江 建 有識者検討委員会委員長、早稲田大学大学院教授

研究成果の実用化に向けて～学から産へのコーディネーターの役割～
藤川 昇 (独)科学技術振興機構 イノベーション推進本部産学連携展開部産学連携アドバイザー

パネルディスカッション
モデレーター

細谷祐二 経済産業省地域経済産業グループ地域政策研究官
パネリスト

飯田耕一 全国イノベーション推進機関ネットワーク運営委員長、 (財)千葉県産業振興センター理事長
堂野智史 (財)大阪市都市型産業振興センター

扇町インキュベーションプラザ所長・インキュベーションマネージャー

櫻木祐宏 (財)長崎県産業振興財団研究開発プロジェクト推進グループゼネラルマネージャー

２日目 ３月１９日(金)

地域イノベーション創出の様々な場でノードや触媒の役割を果たすコーディネータ人材には、知財等
のシーズの活用から事業化、販路確保まで一貫した支援能力が求められています。
そのコーディネータ人材の人物像及び育成方法、抱える課題や解決方法について、調査を行った内
容を紹介します。さらに、先進的事例やノウハウの共有を図ります。

13:00～16:00 会場:３F 国際ホール 定員：１００名
コーディネータに求められる役割と能力
～地域イノベーションの創出支援に携わるコーディネータに関する調査･研修等事業～
主催：経済産業省

10:00～11:30 会場：ちよだプラットフォームスクェア (現地集合)
定員：２０名

ちよだプラットフォームスクェア 視察･相談会
協力：プラットフォームサービス(株)

「ちよだプラットフォームスクウェア」は、千代田区の老朽化した公有建物をプラットフォームサービス(株)が借
受けて改修を行い、NPOや起業家等に提供しているプロジェクトです。これまで多くの団体・人がこの拠点に
集積し、コミュニティビジネスやソーシャルベンチャーなど新しいビジネスと街のにぎわいを生み出している注
目の施設です。現場を見学し、民間活力の利活用について、参加者の相談もお受けします。

セッション4

住 所： 千代田区神田錦町3‐21 ちよだプラットフォームスクウェア
最寄駅：・竹橋駅（東西線） 3b KKRホテル東京玄関前出口より徒歩2分
・神保町駅（三田線・新宿線・半蔵門線） 9出口より徒歩7分
・大手町駅（三田線・千代田線・半蔵門線・丸の内線） C2b出口より徒歩8分

詳細・参加申込はホームページをご覧ください。
各プログラムの定員に達した場合は募集を締め切らせていただきます。

http://www.innovation-net.jp

セッション5


